
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し
が
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
、
龍
樹
暫
學
を
見
る
資
料
に
な
る
の
は
中
論
ご
十
二
熱
論
で
あ
っ
て
梵
文
の
存
す
る
織
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
て
寡
婦
が
第
哺
の
も
の
に
な
る
。
　
そ
し
て
「
緑
に
よ
り
て
生
じ
た
る
法
は
中
性
無
し
」
ご
い
ふ
命

　
　
　
　
　
　
　
　
題
が
龍
樹
の
根
本
的
立
場
を
定
立
す
る
形
式
で
、
中
腰
門
論
ε
も
そ
の
論
義
の
内
容
の
根
本
的

　　

@　

D
総
踊
鎧
鼠
勲
霞
蜜
隔
繋
購
触
媒
総
譜
碁
凝
戦
艦

ズ
　
　
ヤ
こ
ヨ

．
〆
｛
ム
，
　
　
の
諜
例
に
な
っ
て
居
る
グ
ζ
§
勇
の
鐸
で
は
な
一
「
存
在
友
び
霧
在
す
る
も
の
」
を
意
隠
す

　
　
　
　
一
　
　
る
ブ
ハ
智
ヅ
ァ
σ
欝
養
の
謬
で
あ
る
。
　
こ
の
こ
ε
は
現
存
年
玉
梵
文
に
よ
つ
て
明
か
に
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
龍
樹
哲
學
に
於
け
ろ
物
自
性
の
問
題
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…



盤

　
哲
學
研
究
第
百
四
十
ご
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

た
。
　
こ
の
原
語
に
羅
什
は
物
ご
有
（
無
）
の
課
語
を
も
與
へ
て
居
る
が
大
部
分
は
法
を
用
ひ
て
居

る
ρ
価
こ
れ
が
問
題
を
不
明
に
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
鵜
今
は
こ
の
諜
語
は
改
め
て
、
漢
課
の
中
か

‘
ら
は
原
語
ブ
ハ
貰
ヴ
ァ
の
意
味
を
保
有
す
る
こ
こ
ろ
の
物
ご
有
無
ご
を
取
り
、
新
た
に
「
存
在
」
及

び
「
存
在
す
る
も
の
」
の
二
課
語
を
つ
く
っ
て
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
漢
諜
中
論
門
論
で
論

義
の
主
題
に
な
っ
て
居
る
法
は
盤
く
存
在
（
ブ
ハ
ー
ヅ
ァ
）
を
意
嘉
す
る
も
の
ε
考
へ
て
差
支
な

い
。
又
論
義
の
主
題
に
な
ら
な
い
法
こ
い
ふ
緑
青
」
例
へ
ば
生
法
因
縁
生
法
有
爲
法
等
の
法
は

漢
論
者
の
附
加
で
、
凡
て
取
う
除
い
て
考
へ
て
差
支
な
い
、
そ
れ
等
は
そ
れ
み
＼
生
匙
簿
熟
号

因
縁
生
起
短
註
蔓
自
給
嵩
岩
9
笥
審
爲
号
せ
ら
れ
π
る
も
の
ω
ヨ
首
部
論
議
の
謬
で
、
附
加
さ
れ
て
居
る
漢

宇
の
法
は
輩
に
名
詞
を
指
定
し
て
居
る
用
語
で
あ
る
。
是
等
法
概
念
の
整
理
に
開
す
る
文
獄

上
の
考
謹
は
他
の
稿
に
よ
っ
て
襲
表
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
三
叉
は
存
在
ε
な
る
こ

ご
に
よ
っ
て
龍
樹
の
中
に
哲
學
ご
し
て
新
た
な
問
題
が
見
出
さ
れ
て
点
る
○
「
法
が
自
性
を
有

す
る
」
ご
は
「
物
が
良
性
を
有
す
る
」
ざ
云
ひ
．
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
考
へ
を
批

詐
轄
廻
．
し
て
毘
て
來
る
龍
樹
の
根
本
的
立
場
を
定
立
す
る
形
式
は
「
縁
に
よ
り
て
生
じ
た
る
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
し
や
う

は
素
性
無
し
」
ご
云
ひ
改
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
こ
の
詩
性
は
輩
に
性
ε
も
諜
さ
れ
、
他
の
繹

者
に
よ
っ
て
は
膿
、
予
土
ご
も
謬
さ
れ
て
居
る
が
、
原
語
は
ス
ヅ
ァ
ブ
ハ
ー
ヅ
ァ
伍
葵
σ
冨
毒
で
、
プ
ハ



『
ヅ
ァ
に
恋
し
て
「
ブ
ハ
盲
ヴ
ァ
そ
れ
肖
ら
菩
し
て
「
陶
己
存
在
」
「
そ
れ
膚
ら
に
て
存
在
す
る
も

の
」
の
言
語
上
の
意
昧
を
も
つ
○
前
潜
を
物
ご
面
す
な
ら
そ
れ
に
鋼
癒
し
て
「
物
そ
れ
霞
ら
」
前
者

を
存
在
ビ
諭
す
な
ら
そ
れ
に
醤
癒
し
て
「
存
在
自
転
ぞ
謬
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
○
漢
諜
が
前

癌
を
法
、
後
者
を
自
性
ご
し
て
梵
語
の
言
語
上
の
開
室
を
残
さ
な
か
っ
た
の
は
問
題
の
上
に
適

切
な
も
の
で
な
か
つ
元
。
そ
れ
で
こ
の
ス
ヅ
ァ
ブ
ハ
ー
ヅ
ァ
に
は
原
話
上
物
品
性
の
課
語
を

用
ひ
、
存
在
盲
膿
（
窟
己
存
在
等
を
並
無
し
て
漢
繹
の
稟
性
ご
性
ご
の
概
念
を
補
足
し
た
い
と
思

ふ
。
そ
し
て
斯
か
る
物
窟
性
が
龍
樹
哲
學
の
中
で
如
何
な
る
形
で
問
題
に
さ
れ
、
そ
れ
が
何
を

意
参
す
る
か
を
見
る
こ
ご
が
こ
の
論
文
の
目
的
で
あ
る
。
爾
「
縁
に
よ
り
て
」
も
從
來
多
く
「
因
縁

ゆ
　
へ
よ
り
」
が
用
ひ
ら
れ
て
居
た
。
そ
れ
も
漢
課
に
從
緑
生
、
從
因
縁
生
ε
あ
る
言
ひ
あ
ら
は
し
に
よ

る
も
の
ビ
思
は
れ
る
が
、
こ
の
從
ご
因
縁
の
因
ε
が
同
じ
く
課
者
の
適
切
で
な
い
謬
語
ご
思
は

れ
る
か
ら
「
緑
に
よ
り
て
を
取
る
こ
ご
に
し
た
。
「
生
じ
た
る
」
も
鼻
声
多
く
「
生
す
る
」
ご
護
ま
れ
て

居
た
が
、
之
も
生
す
る
暮
景
窺
の
懸
去
受
動
分
詞
箕
℃
§
舞
㏄
9
諺
⊆
6
鎗
回
舜
を
取
っ
て
改
め
た
。

圃
、
概
有
無
品
本
鮪
の
四
種
封
照

3

物
膚
性
が
ま
ご
ま
っ
て
問
題
に
さ
れ
て
居
る
の
は
愚
論
第
十
五
章
窺
有
無
品
で
あ
る
．
、

　
兵
学
哲
學
に
於
け
ろ
物
自
牲
の
問
題
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

そ
の



壬

　
　
　
哲
箪
研
究
　
猿
百
四
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

本
文
に
郎
し
て
そ
れ
が
如
何
な
る
形
で
取
）
扱
は
れ
如
何
な
る
問
題
を
含
む
か
を
考
察
し
た
い
。

．
我
々
に
與
へ
ら
れ
て
居
る
笹
島
中
論
は
頚
ご
羅
文
こ
か
ら
成
り
立
っ
て
居
る
が
聯
文
は
後
入
の

　
　
　
こ

附
加
で
頚
の
み
が
瀧
樹
自
身
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
臨
交
が
、
頚
の
間
に
介
在
し
た
形
で
論
本
，

の
與
へ
ら
れ
て
居
る
こ
ご
が
同
じ
く
問
題
を
見
失
は
せ
る
も
こ
に
な
っ
て
居
る
○
龍
樹
の
叙
述

は
特
に
論
理
的
で
頚
は
頭
に
薩
蟄
に
論
語
の
關
係
に
よ
っ
て
結
び
付
き
、
そ
の
論
謹
の
仕
方
の
中

に
問
題
の
す
が
た
が
あ
ら
は
れ
て
く
る
。
そ
れ
で
至
論
そ
の
も
の
、
解
方
の
た
め
に
先
づ
羅
文

ご
本
頒
ご
を
引
き
離
す
ご
ご
が
必
要
で
あ
る
。
・
有
無
贔
に
つ
い
て
妄
説
を
取
う
除
く
ε
き
は
十

一
掲
の
本
．
頚
が
残
る
Q
そ
れ
の
漢
鐸
ご
梵
文
ご
和
諜
ご
を
ま
こ
め
て
掲
げ
、
ほ
や
問
題
の
内
容
を

示
さ
う
ご
思
ふ
○

　
　
　
O
　
　
O
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
も
の
じ
　
し
湘
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
一
）
衆
寡
中
有
レ
性

　
是
事
期
不
レ
然

　
む
　
　
　
む
　
り

　
寓
言
昌
衆
綴
一
三

　
　
　
　
り
　
　

　
嘉
名
宣
旨
作
法
｝

　
　
　
　
（
異
課
燈
論
）

　
O
　
　
　
　
　
O

物
自
性
の
現
漣
が

諸
の
綴
や
因
に
よ
る
は
妥
當
な
ら
す
○

因
や
．
繰
に
よ
っ
て
現
起
し
た
る

物
霞
性
は
所
作
の
も
の
π
る
べ
し
。

法
若
有
自
牲
從
帰
艦
不
然
岩
脈
霞
隷
超
白
性
糊
塗
法

三
極
若
是
作
者
…
物
膚
性
餐
に
如
何
に
し
て

舜
。
・
p
旨
ぴ
剛
蚤
費
目
。
・
奉
ぼ
θ
箸
霧
）
δ
・

Σ
回
禽
鼻
箕
霧
膨
饗
占
。
猛
Ψ
H
鳥
二

｝
6
ρ
丁
零
悲
調
図
9
ム
鍵
圃
H
甑
嶽
蜜
ザ

零
9
凄
冨
～
、
鼻
固
毫
密
ε
ぴ
囲
蚤
く
○
け
＝

もつ

ｭ
”
ぴ
ゴ
箇
く
鋤
｝
四
二
欝
げ
○
ご
縛
ご
ρ



　
　
二
黒
有
　
此
義
一

　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
性
名
爲
覧
無
作
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
不
レ
待
真
（
法
一
成

　
　
　
　
　
（
異
謬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
む

（
三
）
法
言
無
＝
膚
性
…

　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
野
風
有
二
他
性
一

　
　
む
　
　
　

　
　
慮
性
於
二
他
性
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
亦
名
欝
身
性
一

　
　
　
　
（
異
謁
）

　
　
　
　
　
む

（
四
）
離
一
会
性
他
性
一

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
何
得
論
更
有
㍗
法

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　

　
　
具
有
｝
自
他
四
一

　
　
む
　
　
む

　
　
諸
法
則
得
レ
成

　
　
　
　
（
異
課
）

　
　
　
（
五
）
有
若
不
レ
成
者

　
　
所
作
の
も
の
こ
な
る
こ
ご
を
得
ん
。

　
　
　
　
　
　
キ
ご

　
　
物
慮
性
は
作
せ
ら
る
、
こ
と
な
き
も
の

　
　
又
他
に
因
住
せ
ざ
る
も
の
な
れ
ば
な
う
。

若
膚
自
盤
潜
　
云
何
常
可
作

　
　
物
爵
性
の
有
ら
ざ
る
ビ
き
に

　
　
　
　
　
　
も
の
た
　
し
む
う

　
　
如
何
に
し
て
物
他
性
有
ら
ん
。

　
　
他
物
の
物
自
性
が

万
程
茗
づ
け
ら
・
れ
ば
奪
。

法
既
無
自
性
　
云
何
有
他
性

　
　
物
自
性
ご
物
他
性
ご
を
離
れ
て

　
　
存
在
が
そ
も
如
何
に
し
て
（
戒
屈
せ
ん
）
。

　
　
物
自
性
か
物
他
性
か
“
有
る
に
よ
っ
て

　
　
存
在
は
成
立
す
れ
ば
な
り
。

自
他
性
巳
遣
　
何
雄
復
有
法

　
存
奮
し
比
し
成
立
せ
ざ
れ
ば

龍
樹
暫
學
に
於
け
る
物
肖
性
の
悶
題
（
上
）
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ｿ
く
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冒
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ざ
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ω
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1
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字
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げ
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鷲
9
瓜
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ω
奉
露
蚤
奏
ザ
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笛
奉
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寡
舜
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怪
く
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ぼ
同
棄
げ
《
脚
み
6
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ω
＜
霜
σ
困
旨
く
9
1
騒
舜
げ
ず
9
く
箇
σ
げ
《
騎
ヨ

讐
。
び
鼠
ぎ
押
二
（
寮
轟
酬
℃
＝
麸
押
二

ω
奏
当
量
。
膨
機
p
瓢
昌
く
。
く
帥

守
瓜
び
げ
趣
く
。
繧
ω
窪
く
9
酢
圃
二

｛
び
ぎ
・
図
；
ξ
≧
像
琴

　
　
　
　
　
五



蔭

　
　
哲
學
研
究

　
　
む

　
　
無
云
何
叢
論
成

　
　
　
　
む
　
り

　
　
因
γ
有
昌
有
法
一
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
有
無
名
爲
レ
無

　
　
　
　
　
（
異
騨
）

　
　
　
　
　
　
む
　
む

（志

n）

瘰
l
閑
処
鞠
有
鉦
か

　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
見
昌
膚
性
他
性
一

　
　
動
更
別
不
見
＝

　
　
佛
法
興
言
姜

　
　
　
　
　
（
異
諜
）

　
　
　
　
　
　
り
　
　

（
ヒ
’
）
佛
能
滅
屯
有
餓
か

　
　
於
＝
化
迦
旋
延

　
　
経
中
乏
所
説

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む

　
離
γ
有
事
離
レ
無

　
　
　
　
（
異
霧
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
入
）
若
法
当
言
レ
性

第
百
四
十
二
號

有
盤
既
不
立

若
人
見
嶽
他

佛
能
知
實
魏

天
警
よ
つ
て
砦
も
曾
活
性
奮

　
「

非
存
在
も
つ
い
に
成
立
せ
す
。

存
在
す
る
も
の
＼
愛
化
を

非
存
在
ご
人
々
は
謂
ふ
な
れ
ば
な
り
。

　
　
無
法
如
何
成
　
此
法
燈
異
放
　
世
人
名
無
編

物
膚
性
ご
物
他
性
ε

ま
π
存
在
ご
非
存
在
ビ
を

見
る
こ
こ
ろ
の
者
か
れ
等
は

佛
説
に
於
け
る
如
實
性
を
見
す
。

　
　
及
有
禮
無
盤
　
彼
剛
不
能
見
　
如
來
眞
實
法

ま
た
迦
筋
延
を
拗
誠
せ
ら
る
、
ご
き
に

有
り
ご
い
ふ
ご
無
し
ε
い
ふ
ビ
の
ご
つ
は

否
定
せ
ら
れ
た
り
、
存
在
ご

非
存
在
ご
を
説
明
し
た
ま
ふ
世
愈
に
よ
り
て
。

　
　
木
著
有
無
法
　
教
授
迦
縄
延
　
令
離
有
無
二

　
　
　
　
六

賊
著
く
。
舜
｛
養
浄
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蔦
ρ
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ﾑ
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旧
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ぎ
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）
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9
α
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＜
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ｬ
く
ヤ
筈
び
勢
門
1
〈
M
一
）
客
く
囲
鶏
・
＝

マ
・
畠
ヨ
・
ぎ
ご
二
身
箇
誓
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後
鮒
不
レ
慮
レ
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
性
二
身
皇
ハ
縮
一

　
　
是
事
絡
不
熱

　
　
　
　
　
（
異
．
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　

（
九
）
若
法
實
有
レ
性

　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
云
何
而
可
レ
異

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
若
法
實
無
性

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
瓦
葺
而
可
レ
異

　
　
　
　
　
（
琶
、
緊
聾
三
．
『
r
）

　
　
む
　
　
む

（
十
）
定
有
期
著
レ
常

　
　
　
　
　
む

　
　
骨
無
購
鼠
戸

　
　
是
故
有
智
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
不
レ
癒
レ
著
昌
有
無
一

　
　
　
　
　
（
異
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

（
士
）
潜
漆
有
瓢
定
株
＝

素潜
三章。

縣諺

物一有白一一者
讐物書
問霞執揮性diptr
占に馨

　
　
と
せ
ん
か
其
の
非
存
在
性
は
お
こ
ら
ざ
る
べ
し
。

　
　
本
質
の
墾
化
は

　
　
何
時
に
於
て
も
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

法
若
有
自
盤
　
則
不
立
雛
無
　
旧
遊
自
性
考
　
後
異
珊
不
然

　
　
本
質
の
無
き
ご
き
に

　
　
何
も
の
に
憂
化
お
こ
ら
ん
。

　
　
本
質
の
有
る
ご
き
に

　
　
何
も
の
に
愛
化
お
こ
ら
ん
。

若
有
是
痛
性
　
則
不
得
言
渡
　
自
性
有
無
潜
　
畢
覚
不
慮
然

　
　
有
り
ビ
い
ふ
は
常
佳
の
執
持
な
う

　
　
無
し
ご
い
ふ
は
中
断
の
見
な
り
○

　
　
そ
れ
故
に
存
在
性
ε
非
存
在
性
ご
の
う
へ
に

　
　
賢
者
は
固
著
せ
ら
れ
す
。

　
　
　
　
無
者
是
断
見
　
驚
薬
品
劇
烈
　
不
磨
依
有
無

　
　
物
霞
性
に
よ
っ
て
有
る
ご
こ
ろ
の
も
の

慈
罫
ミ
簿
鳥
膚
勘
昌
註
隔
亙

嘆
巴
融
8
鴨
9
ゆ
昌
団
帥
匪
箇
広
回
箇
く
。

郵
ぼ
噺
鋒
〒
二
二
冠
焦
饗
挫
。
＝

測
算
醤
㌶
蝉
吟
霧
｝
命
＄
一
器
9
ぐ
嬰
訂

p
藷
澱
夢
鋒
趣
旨
9
箏
く
償
団
暮
二

鷲
9
す
図
軍
門
二
目
燧
9
＄
ω
〔
伊
受
ぎ
り
、

彗
誘
け
ゴ
鋒
奏
臼
σ
9
三
覗
饗
甑
＝

錺
テ
囲
甑
目
撃
く
舞
9
肉
襲
一
δ

鼠
湾
工
蒔
g
畠
＆
甲
鮎
鶏
鴇
舜
一
三

寅
り
鴎
昌
凶
賊
9
ゆ
二
戸
く
9
↓
嶺
簿
騨
く
Φ

養
占
織
ぞ
録
。
く
げ
巴
壌
岩
ρ
ザ
＝

丁
・
・
g
畠
象
箋
げ
び
笥
毫

　
　
　
　
　
七
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哲
學
研
究

　
　
　
　
む

非
無
期
是
常

先
見
而
今
無

　
　
　
む
　
　

是
即
裳
着
滅

第
百
四
十
二
號

　
そ
は
無
に
な
る
こ
ご
あ
ら
す
ご
云
は
い
常
往
が
、

　
今
は
無
し
曾
て
は
有
り
き
ε
云
は
“

　
中
断
が
、
俘
ひ
き
だ
れ
ば
な
り
。

若
法
麿
自
性
　
典
無
即
断
常
　
先
窟
両
面
無
　
此
艦
齢
断
過

　
　
　
入

塁
憲
＝
｝
黎
工
働
喝
9
1
心
奉
信
望

銘
昌
墨
画
各
冨
筈
げ
卿
⇔
℃
攣
く
§
μ

簡
蔓
g
9
＆
・
夢
境
m
蕾
隔
墨
8
＝

（
面
一
）
　
羅
什
謡
本
に
於
け
る
註
騨
者
は
青
目
で
そ
の
時
代
は
比
較
蘭
早
い
。
現
存
梵
本
は
そ

　
れ
よ
り
後
代
の
チ
ャ
ン
ド
ラ
キ
ー
ル
チ
の
註
を
も
つ
も
の
で
継
承
交
に
就
い
て
の
梵
交
は

　
無
い
。
他
に
漢
儒
中
般
若
軽
愚
ご
大
乗
申
窺
羅
論
の
二
種
の
異
論
が
あ
る
が
之
も
夫
々
註

　
羅
者
を
異
に
し
て
居
る
。
そ
し
て
そ
れ
等
数
種
の
異
れ
る
註
繹
書
の
中
に
含
ま
れ
て
居
る

　
本
頚
が
龍
樹
慮
身
の
も
の
で
又
中
学
そ
の
も
の
で
あ
る
○
そ
れ
に
就
い
て
は
三
種
漢
諜
（
申

　
一
種
は
不
完
本
）
ご
梵
交
西
蔵
交
と
の
五
種
の
形
で
同
一
内
容
の
も
の
が
與
へ
ら
れ
研
究
上

　
の
便
宜
は
非
常
に
多
い
。
西
藏
…
文
は
プ
レ
亨
ザ
冨
氏
に
よ
っ
て
濁
謬
さ
れ
て
居
る
が
梵
交

　
ビ
殆
ご
一
致
す
る
。
　
こ
の
一
致
は
翻
課
に
際
し
て
梵
交
を
言
忌
さ
れ
、
反
甥
に
プ
ず
ン
氏
に

　
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て
居
る
梵
文
が
西
蕨
交
を
巡
警
し
て
整
理
さ
れ
た
ビ
い
ふ
事
情
に
も
幾

　
分
墓
く
も
の
で
あ
ら
う
が
、
よ
り
多
く
中
論
本
顛
の
原
形
保
存
が
充
分
で
あ
っ
た
こ
ご
に
よ

　
る
も
の
ビ
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
雑
交
ご
漢
・
鐸
の
殆
ご
完
全
に
近
い
「
致
か
ら
想
像
せ
ら
れ
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る
。
諸
種
の
時
代
や
學
涙
を
異
に
し
π
碧
羅
書
に
含
ま
れ
て
與
へ
ら
る
、
も
の
、
斯
う
し

　
た
唄
致
は
、
中
勝
本
頚
の
み
の
定
本
が
存
在
し
た
こ
ε
を
思
は
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。
そ
れ

　
は
そ
れ
だ
け
で
焼
立
し
た
内
容
を
も
つ
も
の
こ
し
て
取
り
扱
は
れ
て
居
た
の
で
あ
ら
う
○

　
西
藏
文
は
龍
樹
黒
身
の
註
を
も
つ
も
の
こ
云
は
れ
て
居
る
。
舞
僑
の
ほ
こ
未
だ
不
明
で
あ

　
る
が
た
と
へ
龍
樹
膚
身
の
註
で
あ
っ
だ
に
し
て
も
、
そ
れ
は
後
か
ら
の
挿
入
で
先
づ
頚
だ
け

　
の
形
で
論
述
さ
れ
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。
こ
れ
は
顛
の
内
容
か
ら
明
か
で
あ
っ
て
頗
か
ら

　
頚
へ
の
論
理
の
危
き
は
そ
の
間
に
註
の
介
在
を
許
さ
な
い
性
質
を
も
つ
て
居
る
。
そ
し
て

　
頚
だ
け
で
論
義
が
完
結
し
て
居
て
そ
の
中
に
は
問
題
の
登
展
が
あ
る
が
、
註
の
中
に
は
そ
れ

　
が
無
く
却
っ
て
非
本
質
的
な
内
容
が
蔀
っ
て
常
に
類
の
論
理
を
識
し
て
居
る
。
夫
故
問
題

　
の
解
鐸
に
は
π
ご
へ
龍
樹
肖
身
の
註
が
あ
っ
た
に
し
て
も
頚
だ
け
を
取
っ
て
考
察
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
又
印
度
論
家
の
取
わ
扱
ひ
方
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ε
は
爾
本

　
交
硯
究
に
よ
っ
て
根
基
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
（
膏
目
に
心
し
て
は
國
鐸
大
臓
…
経
論
部
五

　
憲
宇
井
氏
中
論
解
題
墾
照
〉

（
蚕
繭
）
般
若
燈
論
十
五
憲
清
辮
註
唐
波
羅
頗
密
多
羅
課
、
こ
の
鯉
濃
無
品
に
閥
し
て
は
殆
ご
墾

　
考
に
な
ら
な
い
。
燈
論
中
論
共
縮
粟
糠
峡
一
。

　
龍
樹
哲
學
に
於
け
ろ
物
虜
性
の
問
題
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



　
暫
學
研
究
　
第
百
四
十
ご
號
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

（
導
出
）
　
題
名
有
無
品
、
梵
文
で
は
物
自
性
品
ε
な
っ
て
居
る
。
物
酸
性
ω
録
ぴ
蜜
養
が
存
在
非
存

　
在
び
日
差
山
げ
筆
工
を
淡
定
す
る
こ
ご
に
就
い
て
の
問
題
を
含
む
で
居
る
内
容
に
醤
し
て
、
何
れ

　
も
適
切
な
題
名
で
あ
る
。
西
藏
…
燈
論
ご
も
有
無
で
あ
る
か
ら
そ
れ
が
も
ε
の
形
で
あ
っ
た

　
か
も
知
れ
な
い
。
爾
漢
謬
の
本
文
批
評
ご
和
事
に
つ
い
て
の
注
意
は
本
論
の
中
に
掩
入
す

　
る
。

二
、
問
題
の
所
在
（
一
議
ε
二
蜴
）

　
一
掲
こ
ご
偶
は
一
つ
の
完
結
し
だ
論
証
を
含
む
で
居
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
物
自
性
が
因
や
縁
に
よ
っ
て
現
蓮
す
る
は
要
嘗
で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
ヘ
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
　
へ
　
　
や
　
　
へ
　
　
も

　
因
や
縁
に
よ
つ
て
現
面
し
た
る
も
の
は
所
作
の
（
諭
せ
ら
れ
π
る
）
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
な

　
物
膚
性
は
所
作
の
も
の
と
な
る
こ
ε
は
出
奈
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
て
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
物
品
作
は
直
せ
ら
れ
る
こ
ご
な
き
も
の
で
愈
々
に
立
待
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
。
」

　
最
初
に
根
面
づ
け
ら
ら
る
べ
き
も
の
ε
し
て
立
て
ら
れ
て
居
る
命
題
は
「
物
富
性
が
因
や
縁
に

よ
っ
て
現
上
す
る
」
ご
い
ふ
命
題
を
否
定
し
て
置
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
否
定
を
成
立

せ
し
め
る
諭
謹
は
、
そ
の
前
に
痘
毒
さ
れ
て
居
る
肯
定
命
題
の
主
命
ご
賓
僻
に
つ
い
て
各
々
の
ぞ



ll

れ
罵
倒
に
も
っ
て
居
る
概
念
内
容
を
分
析
し
、
そ
れ
が
互
に
矛
盾
し
淀
開
係
に
あ
る
こ
ε
か
ら
前

の
主
嚇
ご
賓
僻
ご
の
結
合
を
拒
否
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
中
論
一
般

に
用
ひ
ら
れ
る
龍
樹
の
思
惟
法
で
、
そ
の
各
章
は
常
に
一
つ
の
根
本
的
な
否
定
命
題
か
ら
始
ま
り
、

そ
れ
を
基
礎
付
け
る
亭
号
は
そ
の
前
に
豫
想
さ
れ
て
居
る
肯
定
命
題
の
含
む
思
想
の
批
評
に
な

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
批
評
さ
れ
る
立
場
ご
批
評
す
る
立
場
ε
が
表
裏
を
な
し
て
動
い
て
行
く

中
に
普
遍
的
な
問
題
そ
の
も
の
が
は
っ
き
．
り
し
て
來
る
。
　
こ
の
場
合
に
も
初
め
に
立
て
ら
れ
て

居
る
否
定
は
最
後
t
く
る
館
結
を
先
に
出
し
π
も
の
で
、
論
謹
は
そ
の
前
に
・
豫
想
さ
れ
て
居
る
肯

定
命
題
を
す
ぐ
う
け
て
そ
の
批
評
こ
し
て
始
ま
る
。
批
評
さ
れ
る
考
へ
は
否
定
形
に
な
っ
て
居

る
単
寧
か
ら
蒲
団
碁
冨
（
要
事
な
ら
す
）
を
取
り
除
い
淀
形
を
以
て
示
す
こ
ご
が
幽
來
る
。
そ
れ
を

直
課
す
れ
ば
「
物
膚
性
の
現
超
は
因
や
縁
に
よ
る
」
ご
な
る
。
こ
の
場
合
「
現
超
」
は
覗
旭
宣
る
こ
ε
磐
ψ

一
）
言
’
、
9
ご
い
ふ
能
動
名
詞
に
な
つ
τ
み
る
か
ら
之
を
動
詞
に
し
て
物
自
性
を
主
語
に
麗
き
「
物
貞
性

は
因
や
緑
に
よ
っ
て
現
匙
す
る
」
ε
す
る
こ
ご
が
出
量
る
。
梵
語
は
文
法
が
そ
の
ま
、
論
理
に
結

び
付
く
の
で
あ
る
が
こ
の
箇
所
で
は
そ
れ
が
特
に
著
し
い
○
そ
し
て
批
詐
は
之
の
主
僻
ご
賓
僻

の
各
々
に
つ
い
て
概
念
を
分
析
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ

　
何
か
や
因
や
緑
に
よ
っ
て
現
越
す
る
ε
い
ふ
こ
ご
は
、
現
超
し
た
る
も
の
に
な
る
ご
い
ふ
こ
ご

　
　
…
罷
樹
哲
學
に
於
け
ろ
物
慮
性
の
問
題
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
舗
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哲
學
研
究
第
百
四
十
・
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
｝

で
あ
る
。
そ
れ
で
現
趨
と
い
ふ
能
動
名
詞
は
現
逸
し
た
る
・
・
旨
げ
冨
g
ご
い
ふ
七
去
受
動
分
詞
に

琶
き
か
へ
ら
れ
、
そ
れ
に
結
び
付
い
て
「
因
や
縁
に
よ
っ
て
営
繕
し
た
る
も
の
は
所
作
の
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
り
た
か
　
　
　
　
　
　
　
さ

る
」
ご
い
ふ
開
係
が
導
き
出
さ
れ
る
。
所
作
訂
陶
3
】
餐
は
作
す
限
定
す
る
（
言
、
酎
）
ご
い
ふ
動
詞
の
岡
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ヘ
　
　
へ

く
難
解
受
動
分
詞
で
百
に
作
せ
ら
れ
た
る
」
の
意
味
を
も
つ
。
因
や
縁
に
よ
っ
て
現
起
し
た
る
も

　
　
　
　
　
　
へ
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　

も

の
は
限
定
さ
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
何
か
や
現
遇
し
だ
る
も
の
に
な
る
こ
ε
は
限
定
さ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
た
る
も
の
に
な
る
こ
ご
で
あ
る
。
こ
、
で
な
る
（
ぴ
罫
）
ビ
い
ふ
言
ひ
あ
ら
は
し
が
重
要
な
意
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

を
も
っ
て
來
る
G
若
し
物
唐
性
が
因
や
縁
に
よ
っ
て
現
起
す
る
ε
い
ふ
こ
ご
が
言
へ
る
π
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
や
　
へ

は
、
物
自
性
は
限
定
さ
れ
た
る
も
の
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
物
膚

性
ε
い
ふ
概
念
は
他
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
得
な
い
ビ
い
ふ
意
味
を
そ
れ
肩
身
の
中
に
も
つ
て
居

る
。
漢
謬
は
「
無
作
に
し
て
他
に
待
た
す
」
ご
b
て
居
る
が
、
こ
の
無
作
の
原
語
ア
ク
リ
ト
ジ
マ
讐
暮

　
　
　
　
　
く
ウ
喪
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
輔
塾
照
）

魚
影
は
前
の
所
作
の
「
己
に
作
せ
ら
れ
た
る
」
に
甥
し
「
作
せ
ら
る
㌧
こ
ε
な
き
」
を
意
味
す
る
。
所
作

を
否
定
形
に
し
た
ア
ク
ラ
タ
ヵ
で
あ
る
な
ら
「
未
だ
愛
せ
ら
れ
ざ
る
」
で
あ
る
が
、
こ
の
無
作
に
は
［
常

に
作
せ
ら
る
、
こ
ご
な
き
」
の
意
味
が
串
る
。
　
こ
の
概
念
の
匿
別
は
重
要
で
こ
れ
に
よ
っ
て
物
膚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
も

性
は
常
に
限
定
さ
る
、
こ
ご
な
き
こ
い
ふ
意
字
を
そ
れ
虚
舟
に
も
ち
、
限
定
さ
れ
た
る
も
の
に
な

へ

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
ご
い
ふ
論
謹
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。



1：；

　
又
物
磁
性
は
他
に
因
諭
し
な
い
ご
云
は
れ
る
○
．
こ
の
不
縁
待
の
原
語
二
〃
ア
ペ
ー
ク
シ
ャ
の

語
墓
は
「
依
る
」
三
ま
ち
の
ぞ
む
あ
爾
義
を
も
つ
て
居
る
。
左
記
は
こ
の
箇
所
は
畢
に
葎
つ
言
課
し

て
居
る
が
因
待
の
鐸
語
が
よ
う
多
く
用
ひ
ら
れ
る
。
「
因
り
待
つ
」
ご
し
て
原
語
の
爾
義
を
保
有
す

る
適
切
な
繹
で
あ
る
か
ら
そ
れ
を
取
る
こ
ご
に
し
た
。
物
毒
性
は
「
そ
れ
肖
ら
に
て
存
在
す
る
も

の
」
ご
云
ふ
そ
れ
の
言
語
上
の
意
味
が
示
す
如
く
、
そ
れ
感
心
の
中
に
存
在
の
原
因
を
も
ち
、
そ
れ
の

存
在
の
た
め
に
他
に
因
う
待
つ
こ
ご
を
要
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
○
た
や
存
在
性
（
ア
ス
チ
ト
ヅ
ァ

器
馨
奉
）
を
そ
れ
の
属
性
こ
す
る
の
み
で
、
そ
の
他
の
如
何
な
る
性
感
心
な
限
定
も
う
け
る
こ
ε
が

で
き
な
い
。
「
辞
せ
ら
る
＼
こ
ご
な
く
」
叉
「
他
に
因
待
し
な
い
言
い
ふ
の
は
物
調
性
に
話
す
る
最
も

本
質
的
な
概
念
決
定
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
慮
性
に
概
念
の
本
質
上
結
び
付
い
て
居
る
二

つ
の
感
性
、
魚
油
定
性
ご
膚
己
存
在
性
ご
が
見
出
さ
れ
る
○
そ
し
て
こ
れ
を
根
擦
に
し
て
物
霞
性

　
　
　
　
　
へ
　
　
ゑ

が
照
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
な
る
こ
と
は
田
面
な
い
こ
い
ふ
命
題
が
墓
礎
づ
け
ら
れ
、
随
っ
て
物
肖

性
ご
因
繰
現
匙
こ
の
結
合
が
拒
否
さ
れ
て
最
初
の
「
物
嶽
性
が
因
や
緑
に
よ
っ
て
現
超
す
る
は
姜

當
な
ら
す
」
こ
い
ふ
定
立
が
成
り
立
た
せ
ら
れ
て
居
る
○

　
こ
の
論
謹
は
何
を
意
昧
す
る
か
、
そ
の
考
察
は
二
方
面
か
ら
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
は

批
評
さ
れ
る
こ
こ
ろ
の
「
物
良
性
は
因
や
緑
に
よ
っ
て
生
す
る
言
い
ふ
考
べ
が
ご
う
云
ふ
ε
こ
ろ

　
　
龍
樹
哲
學
に
於
け
ろ
物
自
挫
の
問
題
（
土
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
三
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哲
學
研
究
・
第
百
四
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
閤

か
ら
趨
り
何
を
意
資
し
て
居
る
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
第
二
は
最
初
の
二
二
で
完
結
さ
れ
て
居

る
論
謹
は
次
の
問
題
に
劉
し
て
一
つ
の
前
提
を
提
供
す
る
。
次
に
く
る
も
の
ご
の
醐
係
に
於
て

如
何
な
る
前
提
を
含
む
で
居
る
か
を
見
る
こ
ご
で
あ
る
○
　
こ
の
二
掲
を
う
け
る
第
三
掲
は
「
物
自

性
の
有
ら
ざ
る
ご
き
に
言
い
ふ
一
句
に
始
ま
る
。
こ
れ
が
次
の
問
題
の
前
提
で
あ
る
。
随
っ
て

前
の
二
掲
は
こ
の
前
提
を
提
供
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
物
野
性
の
有
無

で
は
な
く
そ
の
因
繰
羅
馬
の
否
定
が
表
面
の
問
題
に
な
っ
て
居
る
Q
而
も
す
ぐ
「
物
肖
性
は
有
ら

す
」
こ
い
ふ
命
題
の
導
き
出
さ
れ
る
意
味
を
も
つ
こ
ご
が
、
お
の
つ
か
ら
そ
の
論
謹
に
含
ま
れ
る
問

題
の
方
向
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
。
物
腰
性
の
因
縁
早
々
を
否
定
す
る
こ
ε
は
そ
れ
に
よ
っ
て

物
資
性
の
存
在
を
否
定
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
Q
随
っ
て
批
評
さ
れ
る
考
へ
の
前
に
は
物
肖
性
の

存
在
が
嘉
定
さ
れ
て
居
る
こ
ご
に
な
り
、
根
本
的
な
問
題
は
そ
の
規
定
を
否
定
す
る
に
在
る
。
物

蜜
性
存
在
の
暇
定
ビ
は
何
を
意
幽
す
る
か
、
そ
れ
も
物
麿
性
の
因
緑
現
超
の
主
張
を
引
き
出
し
て

家
る
や
う
な
假
定
で
あ
る
○
こ
の
瓢
に
於
て
暇
定
の
方
向
が
定
ま
る
。
夫
故
最
初
の
こ
掲
に
含

ま
れ
る
問
題
を
明
か
に
す
る
爲
に
は
、
第
一
に
物
像
性
の
存
在
を
假
翻
し
つ
、
そ
れ
が
因
や
縁
に

よ
っ
て
現
趨
す
る
ご
主
張
す
る
や
う
な
考
へ
は
何
を
壷
金
す
る
か
○
第
二
に
物
自
〔
性
の
因
縁
現

麹
を
否
定
し
つ
、
そ
れ
が
五
爵
性
存
在
の
命
定
を
否
定
す
る
意
昧
を
も
つ
や
う
な
批
詳
は
何
を



意
昧
す
る
か
、
こ
の
棺
關
聯
し
た
二
方
面
か
ら
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
は
寵
樹
に
よ
っ

て
隠
避
さ
れ
て
居
る
思
想
夏
雲
そ
の
も
の
、
根
本
的
立
場
で
あ
る
。
第
二
は
そ
れ
が
縛
廻
さ
れ

て
龍
樹
の
根
本
的
立
場
の
轡
て
く
る
溢
で
あ
る
。
先
づ
第
一
の
考
へ
が
如
何
な
る
問
題
を
含
む

で
居
る
か
、
物
心
性
の
概
念
を
中
心
に
し
て
考
察
を
進
め
よ
う
と
思
ふ
○
（
未
完
）

15

　
（
補
）
　
右
二
掲
漢
課
の
本
交
批
評
ご
和
課
に
つ
い
て
の
注
意
。

　
第
一
掲
前
二
句
「
衆
縁
中
有
レ
性
　
　
旨
趣
則
不
レ
然
」

　
物
唐
事
（
ス
ヅ
ァ
ブ
ハ
ー
ヅ
ァ
）
は
こ
、
で
は
輩
に
性
と
諜
さ
れ
て
居
る
G
又
梵
文
コ
囚
や
縁
レ
は
因

が
省
か
れ
て
衆
緑
と
な
っ
て
居
る
が
、
こ
の
課
に
は
羅
什
の
解
群
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
○
羅

什
の
原
本
に
「
因
あ
無
か
っ
旋
も
の
で
は
な
い
で
あ
ら
う
。
　
梵
文
で
因
ご
線
ご
が
合
成
語
ご
な
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
　
　
へ
　
を
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
あ

冨
ぼ
丁
周
縁
巻
ぢ
ど
あ
ら
は
れ
る
ご
き
は
一
，
一
義
を
も
つ
。
第
一
は
因
の
縁
又
は
善
部
緑
の
意
味
で
あ

る
縁
は
一
般
に
果
の
生
蓮
を
規
定
す
る
作
用
（
互
滋
）
を
本
質
ご
す
る
が
、
凡
て
の
規
定
の
仕
方
の

中
能
生
の
因
そ
の
も
の
が
所
生
の
果
に
及
ぼ
す
作
用
を
最
も
根
本
的
の
も
の
ざ
し
て
「
因
の
も
つ

縁
」
又
は
「
因
が
郎
ち
縁
に
な
る
」
の
意
昧
で
因
縁
ε
名
づ
け
て
他
の
縁
の
形
式
（
次
第
並
等
）
か
ら
匠
別

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
へ
　
　
ち

す
る
。
　
こ
の
喫
緊
漢
諜
は
必
ず
因
縁
こ
し
且
つ
原
語
は
必
ず
算
数
形
で
あ
る
。
第
二
は
因
や
縁

　
　
瀧
樹
暫
學
に
於
け
ろ
物
藏
性
の
問
題
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五



王6

　
　
聯
μ
就
苧
研
究
　
　
焔
弟
胃
島
四
工
丁
二
携
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
山
ハ

　
　
も
　
　
あ
　
　
も

又
は
因
ε
緑
の
愚
昧
で
、
前
の
如
く
歳
密
な
概
念
で
は
な
く
種
々
な
る
原
因
や
條
魯
ご
い
ふ
ほ
こ

の
言
ひ
あ
ら
は
し
で
あ
り
、
こ
の
場
含
の
原
語
は
必
ず
複
歎
形
で
あ
る
。
、
此
の
箇
所
は
第
二
の
意

昧
で
複
数
形
で
あ
ら
は
れ
て
居
る
Q
そ
れ
で
第
一
の
概
念
ご
匿
溺
す
る
爲
に
和
課
は
因
緑
ご
せ

す
に
「
因
や
群
言
し
た
。
そ
し
て
羅
響
も
斯
か
る
場
合
に
は
大
抵
原
語
の
因
を
省
い
て
衆
縁
を
用

ひ
て
居
る
。
そ
れ
が
第
一
ε
の
概
念
上
の
庭
別
を
明
か
に
せ
ん
が
た
め
で
あ
っ
だ
ε
す
れ
ば
適

切
な
注
意
で
あ
っ
て
羅
什
の
課
語
例
ε
し
て
取
る
こ
ご
の
出
解
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
「
衆
縁
中

に
性
有
ら
ば
」
は
二
黒
に
遇
ぎ
て
居
る
。
梵
文
の
表
現
は
「
性
の
現
憩
が
衆
縁
に
よ
る
」
で
あ
る
○
第

三
句
の
「
從
衆
縁
出
」
の
方
が
梵
文
の
形
に
近
い
○
そ
し
て
現
逸
馨
ま
同
δ
碁
を
「
有
る
離
す
る
の
も
適

切
で
な
く
、
第
三
句
の
「
出
づ
」
の
謬
の
方
が
よ
い
。
現
は
れ
出
つ
る
を
意
味
す
る
副
帥
畝
ぴ
罫
の
名
詞
に

な
っ
た
も
の
で
生
（
謀
鼠
戸
）
ご
似
た
概
念
で
あ
る
が
異
る
の
で
あ
る
。
生
は
滅
（
μ
誉
＆
募
）
に
封
ず
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ゃ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

が
、
前
者
は
激
理
上
特
殊
な
概
念
こ
し
て
あ
ら
は
れ
る
ビ
き
は
成
ご
繹
さ
れ
竣
♂
、
曼
ぢ
奉
に
醤
す
る

成
ビ
は
生
に
よ
っ
て
引
き
お
こ
さ
れ
る
舩
態
で
あ
り
、
塊
…
ご
滅
に
よ
っ
て
構
き
お
こ
さ
れ
る
状
態

　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
も

で
あ
る
。
そ
れ
で
現
物
の
謬
語
を
ご
っ
て
暮
鴇
費
に
封
ず
る
生
起
こ
匿
別
す
る
こ
ご
に
し
た
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
ゆ

物
が
因
や
緑
に
よ
っ
て
生
嘉
す
る
ご
き
物
禽
性
が
現
起
す
る
」
斯
く
問
題
に
結
び
付
い
た
概
念
上

の
庭
舜
が
あ
り
、
漢
諜
も
之
を
「
生
」
こ
せ
す
蒋
繊
で
あ
ら
は
し
て
雇
る
。
「
函
や
縁
」
原
藩
は
呉
格
で
あ
る



1？

か
ら
「
…
…
…
に
よ
る
」
ビ
し
た
。
　
こ
の
表
現
は
重
要
で
あ
る
。
二
塁
団
爵
5
は
丁
丁
は
「
然
ら
す
」
で
あ

る
が
「
姜
當
な
ら
す
」
の
鐸
語
が
適
切
ε
思
は
れ
る
。
（
讐
〕
，
↑
貯
）

　
第
一
掲
後
二
句
「
性
從
昌
衆
線
一
出
　
　
即
名
爲
二
作
法
一
」

　
梵
文
は
こ
、
で
現
量
が
受
動
分
詞
に
な
っ
て
甥
。
葺
－
嘆
㌶
巻
蔓
9
あ
9
夢
甑
扁
帥
3
ご
い
ふ
合
成
形
で
あ
ら

は
れ
る
。
　
こ
の
因
縁
は
當
然
前
句
で
複
数
具
格
の
形
で
あ
ら
は
れ
だ
も
の
を
約
め
だ
も
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
箇
所
は
基
本
形
で
あ
っ
て
も
前
句
ご
同
じ
く
「
因
や
縁
に
よ
っ
て
」
ご
乱
す
べ
き
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
課
が
「
下
り
」
こ
し
て
從
格
形
に
謬
し
て
居
る
の
は
適
切
で
な
い
。
實
膿
化
さ

　
　
　
へ
　
も

れ
た
縁
か
ら
存
在
が
生
超
す
る
こ
い
ふ
の
は
龍
樹
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
考
へ
で
あ
っ
て
、
具
格

の
表
現
に
三
昧
が
あ
る
の
で
あ
る
。
叉
漢
鐸
で
は
「
性
が
衆
縁
よ
り
生
づ
」
ビ
忌
ま
れ
る
の
が
宮
然

で
あ
る
か
ら
、
鶏
が
動
詞
に
な
っ
て
性
が
主
格
に
な
り
問
題
の
上
に
梢
適
切
で
な
く
な
る
。
梵
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ゆ
　
へ
　
も

の
形
は
「
衆
繰
に
よ
っ
て
出
で
た
る
性
は
」
で
あ
る
。
漢
意
も
「
…
・
：
…
…
よ
り
出
で
た
る
も
の
な
ら
」
ご

恵
め
ば
そ
れ
に
近
寄
せ
る
こ
ご
が
で
き
る
。
所
作
尊
宣
3
を
作
法
ε
し
て
居
る
が
、
か
、
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
へ

の
法
は
附
加
で
あ
っ
て
［
作
せ
ら
れ
だ
る
も
の
」
ご
し
て
軍
に
任
意
の
醤
象
を
指
定
す
る
用
語
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
せ
　
ヘ
　
へ

る
。
　
和
繹
門
所
作
の
も
の
た
る
べ
し
」
は
σ
冨
く
簿
を
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
偶
前
二
句
「
性
若
是
作
者
　
　
云
何
有
昌
此
義
二

　
　
寵
樹
哲
撃
に
於
け
る
物
肉
姓
の
問
題
ハ
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



1
8
い

　
　
．
哲
學
研
究
第
百
四
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
八

　
作
渚
は
「
作
な
ら
ば
」
ご
護
む
Q
作
は
同
じ
く
ク
ソ
タ
ヵ
の
課
で
前
傷
の
作
法
か
ら
法
を
取
り
除

い
て
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
語
に
無
い
法
の
文
宇
を
附
加
し
て
話
し
た
場
合
そ
れ
を
取
り
除

い
だ
も
の
を
直
に
並
毘
す
る
例
が
非
常
に
多
く
、
之
も
痴
者
の
注
慧
ご
考
へ
る
こ
ご
の
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
又
漢
字
は
懸
去
分
詞
も
動
詞
も
名
詞
も
同
形
で
誤
解
が
麹
）
易
い
。
「
所
」
が
付
け
ば

必
ず
過
去
分
詞
で
あ
る
が
こ
の
場
舎
の
作
も
詰
襟
で
あ
る
。
「
舌
面
が
此
義
あ
ら
ん
窟
叢
密
に
云

へ
ば
学
課
で
あ
る
。
こ
の
場
含
の
霜
曇
は
冨
け
夢
ヨ
で
理
由
を
問
ふ
の
で
は
な
く
仕
方
を
問
ふ
。

　
　
　
　
　
　
マ
　
　
ゑ

門
所
作
の
も
の
ε
な
る
」
の
「
な
る
」
が
そ
の
問
に
解
す
る
言
ひ
あ
ら
は
し
で
こ
、
の
原
語
の
｝
）
ぎ
く
菖
蝕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
　
ゑ

ビ
い
ふ
零
点
形
に
注
意
し
た
い
ビ
思
ふ
。
そ
れ
で
前
記
の
「
所
作
の
も
の
た
る
」
に
託
し
て
7
…
・
：
ご

ヘ
　
へ
な
る
」
ど
課
し
た
。
「
此
義
あ
ら
ん
あ
意
昧
は
鼠
塁
か
ら
く
る
も
の
こ
思
は
れ
る
。

　
第
二
偶
後
二
三
「
性
名
爲
一
蕪
作
一
　
不
レ
待
異
法
一
成
」

　
こ
の
無
作
は
漢
課
の
み
の
上
で
前
の
作
法
ε
作
の
二
語
と
は
た
し
か
に
異
っ
た
含
蓄
を
以
て

扱
は
れ
て
居
る
○
作
せ
ら
れ
た
る
（
ク
ヲ
タ
カ
）
に
甥
す
る
作
せ
ら
る
、
こ
ご
な
き
ハ
ア
ク
ヅ
ト
ソ
マ
）

の
梵
語
の
意
味
を
残
す
も
の
ご
考
へ
て
よ
い
ε
思
は
れ
る
Q
　
算
遠
野
ゴ
は
溶
化
の
明
確
に
決
定

し
得
な
い
語
で
あ
る
が
、
｝
慧
饗
か
ら
の
二
化
ご
い
ふ
説
（
ア
プ
プ
僻
典
〉
に
随
へ
ば
「
指
せ
ら
る
べ
か

ら
ざ
る
」
の
意
味
が
計
る
○
何
れ
に
し
て
も
邉
去
膏
講
で
は
な
い
か
ら
ク
ソ
タ
ヵ
に
鳴
し
「
作
せ
ら



る
、
こ
ご
な
き
」
と
罪
す
の
が
適
切
で
あ
る
ε
思
は
れ
る
○
「
異
法
に
待
た
す
糞
御
法
は
℃
鷲
暮
轟
の
諜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
も

で
嚴
密
に
は
つ
他
の
こ
こ
ろ
」
の
意
思
で
あ
る
が
「
他
の
も
の
に
」
の
二
二
に
取
っ
て
異
法
ご
し
た
の
で

あ
ら
う
。
こ
の
法
も
軍
に
任
意
の
気
象
を
指
定
す
る
用
語
で
、
二
者
の
附
加
で
あ
り
附
加
の
形
式

は
作
法
の
法
ご
等
し
い
。
或
る
形
溶
詞
で
限
定
さ
れ
た
任
意
の
気
象
を
あ
ら
は
す
仕
方
で
附
加

形
式
の
第
二
種
に
属
す
る
。
待
は
十
二
難
論
翻
性
門
に
此
の
二
偶
を
引
く
箇
所
で
因
待
ご
課
し

て
居
る
○
和
諜
は
そ
れ
を
取
っ
た
（
不
因
待
他
名
爲
性
〉
○
又
第
四
句
は
「
異
法
を
待
っ
て
成
す
る
に

は
あ
ら
’
£
こ
も
讃
ま
れ
る
が
、
梵
交
に
よ
っ
て
「
不
」
は
［
待
あ
み
に
か
け
「
異
法
に
待
だ
す
し
て
成
す
亨

護
む
こ
ε
に
し
た
。
い
つ
れ
に
護
む
も
結
局
の
意
味
の
上
に
墾
り
は
な
い
○

　
以
上
二
掲
漢
課
ご
梵
交
ご
に
著
し
い
一
致
が
あ
ら
は
れ
、
羅
什
原
本
ご
現
在
梵
交
の
形
は
殆
ざ

同
一
で
あ
る
こ
ご
が
推
測
さ
れ
る
。
表
爾
｝
致
し
な
い
や
う
に
見
え
る
ご
こ
ろ
は
漣
聴
す
れ
ば

却
っ
て
謬
者
の
意
諜
の
跡
を
示
す
の
で
あ
る
。
雪
交
批
評
の
解
離
は
問
題
の
解
膵
に
溢
を
具
へ

る
こ
ご
に
在
る
。
漢
謬
が
無
け
れ
ば
我
々
は
中
論
に
料
れ
る
こ
ご
は
七
三
な
い
の
で
あ
る
が
又

漠
諜
の
み
で
は
中
鷺
そ
の
も
の
を
知
る
こ
ご
は
三
野
な
い
。
佛
意
解
雪
上
最
も
重
要
な
一
書
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ハ
む
ヴ
フ
ス
ゲ
ア
ヅ
ハ
　
が
ア

あ
る
中
野
に
梵
本
が
與
へ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
存
在
、
物
耐
性
等
の
原
語
ε
課
語
が
見
出
さ
れ
た

こ
ご
は
漢
課
を
超
え
て
漢
課
を
生
か
す
滋
の
輿
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
殊
に
法
の
課
語
に
灘

　
　
龍
樹
糎
學
に
於
け
る
物
自
性
の
問
題
（
上
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
一
九
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〇

す
る
存
在
の
原
語
の
提
供
は
激
鴬
笛
の
新
た
な
出
登
黙
を
形
づ
く
る
も
の
に
な
る
で
あ
ら
う
。

叉
少
数
の
梵
丈
の
存
す
る
も
の
に
就
い
て
課
者
の
課
語
例
を
た
つ
ね
る
こ
ε
は
漢
謬
一
般
を
整
．

理
す
る
唯
一
の
便
り
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
問
題
に
並
行
し
て
鴇
詰
る
か
ぎ
う
本
文
批

評
を
加
へ
る
こ
ε
が
必
要
で
あ
る
○


